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誰
か
の
笑
顔
の
た
め
、
地
域

の
安
心
の
た
め
、
県
内
各
地
で

グ
ル
ー
プ
や
団
体
、
個
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
新
企
画
「
こ

こ
ろ　
紡
い
で
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
企
画
「
地
域
紡
ぐ
」
を
少

し
、
衣
替
え
。
団
体
や
個
人
を

問
わ
ず
、
心
の
ふ
れ
あ
い
や
地

域
の
支
え
合
い
を
目
指
す
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
、
こ
ん
に
ち
は
！
」

―
。
新
潟
市
中
央
区
の
民
家
の

一
室
を
ス
タ
ジ
オ
に
、
丸
く
赤

い
鼻
を
付
け
た
、
カ
ラ
フ
ル
衣

装
の
道
化
師
２
人
が
カ
メ
ラ
に

向
か
い
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
た
カ
メ
ラ
の
向
こ
う
は
市
内

の
病
院
の
小
児
科
病
棟
で
す
。

闘
病
す
る
子
ど
も
た
ち
が
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
す
―
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
ホ
ス
ピ

タ
ル・ク
ラ
ウ
ン
協
会
」（
本
部・

名
古
屋
市
、大
棟
耕
介
理
事
長
）

は
、
全
国
約
１
０
０
の
病
院
小

児
病
棟
へ
ク
ラ
ウ
ン（
道
化
師
）

を
派
遣
、
闘
病
中
の
子
ど
も
た

ち
に
笑
顔
を
届
け
る
ホ
ス
ピ
タ

ル
・
ク
ラ
ウ
ン
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
と
「
ク
ラ
ウ
ン
」
は

道
化
師
で
、耳
に
な
じ
ん
だ「
ピ

エ
ロ
」
は
道
化
師
の
数
あ
る
役

柄
の
１
つ
だ
そ
う
で
す
。

　
協
会
が
認
定
し
た
ク
ラ
ウ
ン

は
全
国
に
１
０
０
人
近
く
い

て
、
う
ち
県
内
は
３
人
で
す
。

　
新
潟
で
は
協
会
と
、
小
児
が

ん
経
験
者
の
社
会
復
帰
を
支
援

す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ
ー

ト
リ
ン
ク
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
共
同
で
10
年
余

り
前
か
ら
新
潟
大
学
医
歯
学
総

合
と
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟

の
２
病
院
に
月
１
、２
回
、
ク

ラ
ウ
ン
を
派
遣
。
小
児
科
病
棟

で
手
品
や
バ
ル
ー
ン
、
腕
人
形

な
ど
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち

を
癒
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
病

院
で
は
家
族

の
面
会
さ
え

困
難
に
な

り
、
ク
ラ
ウ

ン
の
病
院
訪

問
も
遠
ざ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ー
ト
リ
ン
ク
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
副
理
事
長
で

新
潟
市
中
央
区
に
住
む
林
三
枝

さ
ん
は
「
こ
れ
で
は
闘
病
の
子

ど
も
た
ち
は
張
り
合
い
が
な

い
」
と
、
ク
ラ
ウ
ン
の
オ
ン
ラ

イ
ン
訪
問
を

企
画
。
協
会
の

協
力
を
得
て

昨
年
５
月
か

ら
月
１
回
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の

小
児
科
病
棟

訪
問
を
主
催
し
始
め
ま
し
た
。

◇　
　
◇

　

取
材
に
訪
れ
た
日
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
た
の
は

と
も
に
協
会
認
定
ク
ラ
ウ
ン
の

ピ
カ
さ
ん
（
女
性
）
と
バ
ズ
さ

ん
（
男
性
）
で
す
。

　
ピ
カ
さ
ん
が
バ
ズ
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け

る
と
、
ヘ
ビ
が
飛
び
出
す
び
っ

く
り
箱
。
お
返
し
に
「
バ
ズ
さ

ん
ご
自
慢
」
と
い
う
ト
ラ
ン
プ

マ
ジ
ッ
ク
の
イ
ン
チ
キ
な
仕
掛

け
を
、
ピ
カ
さ
ん
が
見
破
っ
て

み
せ
ま
し
た
。（

↖
３
面
へ
続
く
）

巻頭
特集

オンラインで闘病の子どもたちへ笑いを届ける協会認定クラウンたち

全国で活動 病室の子へ笑い

感
染
下 

訪
問
か
な
わ
ず
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内
の
３
人 

オ
ン
ラ
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ン
使
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で
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（
↙
２
面
か
ら
続
く
）

　
「
あ
の
ネ
タ
、受
け
た
よ
」「
あ

の
や
り
と
り
、
わ
り
と

う
ま
く
行
っ
た
ね
」

　
２
人
に
は
イ
ヤ
ホ
ン

と
モ
ニ
タ
ー
で
、
子
ど

も
た
ち
の
反
応
が
分
か

り
ま
す
。

　

息
を
弾
ま
せ
な
が

ら
、
演
技
の
振
り
返
り

や
、
次
の
演
技
の
打
ち

合
わ
せ
を
怠
り
ま
せ

ん
。
少
し
休
ん
だ
ら
、

も
う
１
つ
の
病
院
へ
中

継
で
す
。
演
技
、
よ
～

い
、
ス
タ
ー
ト
！

◇　
　
◇

　

ク
ラ
ウ
ン
の
オ
ン

ラ
イ
ン
訪
問
の
実
現
に

「
ハ
ー
ト
リ
ン
ク
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
必
要

な
機
材
を
調
達
し
た
ほ
か
、
毎

月
の
経
費
も
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
訪
問
の
当
日
、
林
副

理
事
長
は
新
潟
市
中
央

区
の
自
宅
を
開
放
。
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
ク
ラ
ウ
ン

た
ち
が
演
技
す
る
間
、

別
室
に
は
機
器
を
操
作

す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

詰
め
ま
す
。

　
「
子
ど
も
も
保
護
者

も
喜
ん
で
く
れ
た
ら
」

と
、
林
副
理
事
長
は
演

技
を
見
守
り
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
越
し
で
も
続

く
ク
ラ
ウ
ン
の
励
ま
し

―
。

　

闘
病
の
子
ら
の
心
を

癒
や
し
、
紡
い
で
い
る

に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
ホ
ス
ピ

タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
協
会
」
認
定

ク
ラ
ウ
ン
の
ピ
カ
さ
ん
を
演
じ

る
の
は
小
熊
美
紗
希
さ
ん
＝
阿

賀
野
市
＝
。
６

歳
～
10
カ
月
の

女
児
３
人
の
子

育
て
真
っ
最
中

と
い
う
若
い
マ
マ
さ
ん
で
す
。

認
定
ク
ラ
ウ
ン
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
―
ご
出
身
は
？

　
「
五
泉
市
生
ま
れ
で
、
阿
賀

野
市
は
嫁
ぎ
先
で
す
」

　
―
協
会
認
定
ク
ラ
ウ
ン
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
「
高
校
時
代
は
ダ
ン
ス
部
で
、

人
前
で
踊
っ
た
り
す
る
の
が
好

き
で
し
た
。
進
学
か
就
職
か
、

進
路
を
考
え
て
い
た
時
、
協

会
主
催
の
ク
ラ
ウ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
新
潟
市
で
開
か

れ
、
参
加
し
て
み
て
『
こ
れ

だ
！
』
と
胸
に
響
き
ま
し
た
」

　
―
結
局
、
進
路
は
？

　
「
進
学
も
就
職
も
せ
ず
、
認

定
ク
ラ
ウ
ン
養
成
講
座
を
受
け

に
月
３
回
４
カ
月
間
、
名
古
屋

へ
通
い
ま
し
た
。
費
用
は
ア
ル

バ
イ
ト
し
た
ほ
か
、
親
も
応
援

し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
は
協

会
所
属
の
プ
ロ
の
立
場
で
す
」

　
―
病
院
で
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
た
の
？

　
「
月
に
新
大
病
院
へ
２
回
、
が

ん
セ
ン
タ
ー
へ
は
１
回
、
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
可
能
な
ら
プ
レ

イ
ル
ー
ム
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

そ
う
で
な
い
子
に
は
こ
ち
ら
が

病
室
を
回
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
ま

す
」

　
―
入
院
と
な

る
と
子
ど
も
は

不
安
だ
ろ
う
し
、
保
護
者
も
心

配
で
気
が
休
ま
ら
な
い
。

　
「
笑
い
や
癒
や
し
、夢
が
い
っ

ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
届

け
た
く
て
。
喜
ん
で
く
れ
る
子

は
多
い
と
感
じ
る
。『
こ
ん
な

に
笑
っ
た
の
、
久
し
ぶ
り
』
と

言
う
保
護
者
も
い
ま
し
た
」

　
―
喜
ば
れ
る
活
動
で
す
ね
。

　
「
怖
が
る
子
も
い
る
の
で
病

室
訪
問
の
出
だ
し
は
慎
重
に
と

心
掛
け
て
い
ま
す
。
う
ま
く
近

付
け
な
い
と『
自
分
は
未
熟
だ
』

と
落
ち
込
む
こ
と
も
」

　

―
ク
ラ
ウ
ン
は
県
内
で
３

人
。
少
な
い
？

　
「
知
名
度
も
高
く
な
い
し
、

人
数
も
少
な
い
。
訪
問
を
待
っ

て
い
る
子
が
い
ま
す
。
仲
間
が

も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
」

生後 10カ月の３女を抱く小熊さん

「ハートリンク」が主催
小児がん経験者支援の認定NPO

喜
ぶ
子
多
い
と
実
感

活
動
す
る
仲
間
増
え
て

小熊  美紗希さん
（阿賀野市）

ピ
カ
さ
ん
は
子
育
て
マ
マ

オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問

【
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル・ク
ラ
ウ
ン
協
会
】

＝
Ｈ
Ｐ
か
ら
＝

〈
連
絡
先
〉

〒
４
５
３
―
０
８
０
４

名
古
屋
市
中
村
区
黄
金
通
３
ノ
27
ノ
１

電
話 

０
５
２
（
４
８
３
）
７
７
８
９

〈
歩
み
と
新
潟
で
の
活
動
〉

　
名
古
屋
市
内
の
病
院
へ
定
期
訪
問

を
開
始
し
た
翌
２
０
０
５
年
、
任
意

団
体
「
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ

ン
協
会
」
設
立
。
そ
の
翌
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
認
可
。

　
10
年
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟

病
院
と
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院

で
相
次
ぎ
活
動
開
始
。

　

９
年
と
11
年　
「
ク
ラ
ウ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
新
潟
市
で
開
催
。
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あ
り
が
と
う
―
。
好
き
な
言

葉
、
素
敵
な
言
葉
と
し
て
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
言
葉
を
、
愛
ら
し
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク
と
一
緒
に
印

刷
し
た
タ
オ
ル
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
の「
あ
り
が
と
う
ブ
ラ
ン
ド
」

製
品
を
作
り
、
販
売
し
て
い
る

の
が
上
越
市
高
土
町
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
つ
ば
き

工
房
」（
社
会
福
祉
法
人
さ
く

ら
園
運
営
）
で
す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク
は
、
仲

良
く
並
ん
だ
２
人
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
て
か
わ
い
ら
し
く
デ
ザ
イ

ン
し
た
、
愛
称
「
な
か
よ
し
く

ん
」
で
す
。
13
年
ほ
ど
前
「
作

業
所
と
し
て
独
自
商
品
を
作
ろ

う
」
と
、
当
時
の
利
用
者
か
ら

絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら「
な

か
よ
し
く
ん
」
と
し
て
商
標
登

録
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
ブ
ラ
ン
ド
」
は

タ
オ
ル
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
ほ
か
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、

エ
コ
バ
ッ
グ
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
、
一
筆
箋
な
ど
、
様
々
な
品

物
に
プ
リ
ン
ト
。
タ
オ
ル
や
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
は
い
く
つ
も
の

色
違
い
が
あ
る
た
め
、
商
品
数

は
と
て
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
言
葉
に
魅
力
が
あ
り
、
愛
ら

し
い
マ
ー
ク
を
プ
リ
ン
ト
し
た

商
品
は
「
か
わ
い
い
」「
素
敵
」

と
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　
「
贈
り
物
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
多
く
、
企
業
や
団
体
な
ど
か

ら
タ
オ
ル
な
ど
の
大
口
注
文
が

あ
り
ま
す
」
と
支
援
員
の
竹
内

達
也
さ
ん
。

　
「
あ
り
が
と
う
ブ
ラ
ン
ド
」

商
品
は
税
込
み
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

半
袖
が
２
２
０
０
円
、
長
袖
は

２
８
０
０
円
。
ト
レ
ー
ナ
ー
３

０
０
０
円
、タ
オ
ル
２
２
０
円
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

５
０
０
円
な
ど
で
す
。
つ
ば
き

工
房
の
ほ
か
、
新
潟
市
中
央
区

の
「
福
祉
の
店
・
パ
レ
ッ
ト
」

な
ど
で
販
売
中
。

　
つ
ば
き
工
房
に
は
知
的
や
発

達
、
身
体
、
精
神
な
ど
に
障
害

の
あ
る
20
代
～
70
代
の
約
40
人

が
通
っ
て
来
ま
す
。
工
房
で
は

衣
類
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
レ
ン
タ

ル
お
し
ぼ
り
、

空
き
缶
回
収
に

取
り
組
み
、
自

主
製
品
と
し
て

「
あ
り
が
と
う

ブ
ラ
ン
ド
」
商

品
を
製
作
し
ま

す
。

　
「
あ
り
が
と

う
」
の
文
字
と

オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ー
ク
は
、
軟

ら
か
い
物
へ
の
プ
リ
ン
ト
に
適

し
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

で
商
品
に
入
れ
ま
す
。
購
入
し

た
無
地
タ
オ
ル
な
ど
の
上
に
、

ロ
ゴ
な
ど
の
型
に
沿
っ
て
イ
ン

ク
を
通
す
孔
版
を
載
せ
、
ス

キ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ラ
で
イ

ン
ク
を
広
げ
、浸
透
さ
せ
ま
す
。

　
１
年
前
か
ら
担
当
す
る
竹
内

達
也
支
援
員
は
「
イ
ン
ク
の
量

の
調
整
や
ス
キ
ー
ジ
の
動
か
し

方
な
ど
、
ど
れ
も
難
し
く
て
。

最
初
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
印
刷
さ
れ
た
商
品
は
検
品
の

う
え
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
出
荷
を
待

ち
ま
す
。

　
作
業
所
を
訪

れ
た
日
、
利
用

者
の
丸
山
志
乃

さ
ん
が
贈
答
用

タ
オ
ル
を
１
本

ず
つ
畳
み
、
の

し
紙
と
一
緒
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
に

詰
め
て
い
ま
し

た
。
の
し
紙
を

ま
っ
す
ぐ
収
め

る
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
「
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第25回　新潟県介護支援専門員実務研修受講試験（ご案内）

　この試験は、介護支援専門員（ケアマネジャー）になるために必要な実務研修の受講を希望する人に
対して、事前に介護保険制度や要介護認定等に関する専門知識を有していることを確認するために行わ
れます。新潟県の指定を受け、平成16年度から社会福祉法人新潟県社会福祉協議会が実施しています。

受 験 資 格

　次の１～５の業務に従事した期間が通算して５年以上、かつ、当該業務に従事した日数が
900日以上である者
１．法定資格保有者
　　 　下記資格の登録日または免許交付日以降、当該資格に基づく直接的な対人援助業務に

従事した期間
　≪ 医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法

士、社会福祉士、介護福祉士、視能訓練士、義肢装具士、歯科衛生士、言語聴覚士、あ
ん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、栄養士（管理栄養士を含む）、
精神保健福祉士≫

２．生活相談員
　　 　生活相談員として（地域密着型）介護老人福祉施設・（地域密着型）特定施設入居者生

活介護（介護予防を含む）において、要介護者等の日常生活の自立に関する相談援助業
務に従事した期間

３．支援相談員
　　 　支援相談員として、介護老人保健施設において要介護者等の日常生活の自立に関する

相談援助業務に従事した期間
４．相談支援専門員
　　 　障害者総合支援法第５条第18項及び児童福祉法第６条の２の２第７項に規定する事業

の従業者として従事した期間
５．主任相談支援員
　　　生活困窮者自立支援法第３条第２項に規定する事業の従事者として従事した期間
（注１） 介護保険法施行規則及び介護支援専門員実務研修受講試験事業実施要綱の一部改正

による受験要件の見直しに伴い、上記以外の受験要件は認められませんので、留意
してください。

（注２） 平成29年度試験以前の受験票や結果通知書があっても、実務経験証明書の提出を省
略することはできません。

試 験 内 容 ・介護支援分野　 ・保健医療福祉サービス分野
試 験 日 時 令和４年10月９日（日）午前10時～12時
「手引き」配付期間 令和４年６月13日（月）～７月８日（金）
申込受付期間 令和４年６月13日（月）～７月８日（金）当日消印有効　※簡易書留による郵送のみ受付

入 手 方 法

　次のいずれかで「受験の手引き」を入手し、指定の用紙により申し込んでください。
《窓口での配付》
　・新潟県内の全市町村社会福祉協議会または新潟県社会福祉協議会（試験等実施本部）の窓口
《郵送希望の場合》
　・ 封筒の表左側に｢受験の手引○部請求｣と朱書きし、Ａ4判の入る定形外の返信用封筒

（角２封筒240×332㎜)を同封して、試験等実施本部まで請求してください。
　・返信用封筒には切手を貼付し、郵便番号、住所、氏名を明記してください。
　　　貼付切手……１部請求　250円　　　　２部請求　390円
　　　　　　　　　３部請求　580円　　　　４部以上請求の場合は、ご相談ください。

試 験 会 場 上・中・下越に予定（受験票に記載してお知らせします）
受 験 料 13,600円

問い合わせ先
〒950-8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ ３階
新潟県介護支援専門員実務研修受講試験等実施本部（社会福祉法人新潟県社会福祉協議会内）
　（電話）025-281-5526　　（URL）https://www.fukushiniigata.or.jp/
　受付時間：平日の９：00～12：00、13：00～17：00（土･日･祝日は除く）
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

（SJ21-12224から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

令和４年度

保険期間１年
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令和３年度共同募金配分公告令和３年度共同募金配分公告
　昨年10月から本年３月まで実施した共同募金の募金総額は451,378,513円、配分総額494,822,374円となりました。改めて県民の皆様
に感謝申し上げますとともに、社会福祉法第120条及び本会定款第47条に基づき、次のとおり公告します。
� 令和４年３月31日　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　小田敏三　

情 報赤い羽根赤い羽根

●県社会福祉協議会	 （単位：円）
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県社会福祉協議会 5,599,000 県民福祉大会等

●県広域社会福祉団体	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県母子寡婦福祉連合会 300,000 県母子寡婦福祉大会
新潟県保育連盟 300,000 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 640,000 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会 681,000 県老人福祉大会等
新潟県肢体不自由児協会 230,000 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会 300,000 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会 600,000 研修事業等
新潟県災害ボランティア調整会議 300,000 研修事業
新潟県精神障害者家族会連合会 270,000 福祉フォーラムの開催
新潟いのちの電話 468,000 電話相談員養成事業
新潟県里親会 300,000 県里親大会等

●県広域社会福祉施設	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

こすど蒼丘の里 2,000,000 車両の購入
かくれんぼ 1,207,000 車両の購入
せったや 1,427,000 車両の購入
いずみ苑 2,000,000 車両の購入
板倉ふれあい工房 1,043,000 車両の購入
薬師の里 2,000,000 車両の購入
いつつむりこども園 2,000,000 車両の購入
上川高齢者生活福祉センター 2,000,000 車両の購入
湯沢町デイサービスセンター 2,000,000 車両の購入
たんぽぽ 1,620,000 リハビリコーナー新設工事
船江保育園 561,000 乳児棟外壁補修工事
ワークセンター寺泊 2,000,000 屋根・外壁改修工事
西部保育園 990,000 給食配膳用昇降リフト入替工事
百華保育園 2,000,000 ボイラー入替工事
みなみ園 2,000,000 空調機入替工事
隣保館認定こども園 299,000 園庭遊具設置
はさぎの里 2,000,000 特殊浴槽入替
やすらぎの里 1,553,000 離床キャッチ付ベッド購入
新保デイサービスセンター 2,000,000 特殊浴槽入替

●地域活動支援センター等	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

ひまわりの家自立訓練所ほか13団体 2,021,000 研修・交流事業費等

●児童養護施設等就労支援	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

児童養護施設等に在籍する生徒等 8,600,000 運転免許取得費

募金の部	 （単位：円） 配分の部	 （単位：円）

●2021年「アサヒ飲料全社運動連動寄付活動」助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

こども食堂秋葉かけはし　ほか１団体 126,880 活動費等

●障害者支援施設車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

青りんご 1,920,000 車両の購入
かたくりの里 2,000,000 車両の購入

●ポスト・コロナ福祉活動応援助成（令和４年度助成）	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

福祉団体等	 4,000,000 支援事業費

●新型コロナ下の緊急支援助成（令和３年度助成）
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

福祉団体等	 1,117,169 支援事業費

●テーマ型募金支援	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

フードバンクにいがた　ほか20団体 4,174,804 活動費

●三菱電機ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基金助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

たいようの家 131,000 冷蔵庫の整備

●市町村地域助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

市町村社会福祉協議会、地域団体等 241,059,600 地域福祉推進事業

●地域歳末たすけあい	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

市町村社会福祉協議会、地域団体等 74,581,839 年末年始の福祉推進事業等

●NHK歳末たすけあい	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

福祉団体、難病患者支援団体等 9,491,316 車両整備等

●あったか雪募金	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

除雪ボランティア団体等 2,462,859 除雪資材の購入等

※ 詳細な共同募金の使途内容については赤い羽根データベース
はねっと（https://hanett.akaihane.or.jp/) をご覧ください。

●新テーマ型募金
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

フードバンクにいがた　ほか22団体 17,739,908 障害者、高齢者支援等

●災害等準備金積立の総額（R1～R3までの累計）　
災害等準備金積立金総額 40,312,000

戸別募金 251,600,751
街頭募金 561,168
法人募金 51,293,158
学校募金 9,151,010
職域募金 12,844,382
イベント募金 713,491
その他の募金 20,938,632
地域歳末たすけあい募金 74,581,838
NHK歳末たすけあい募金 9,491,316
あったか雪募金 2,462,859
にいがた・新テーマ型募金 17,739,908

合　　　　　計 451,378,513

県社会福祉協議会 5,599,000
県広域社会福祉団体 4,389,000
県広域社会福祉施設 30,700,000
地域活動支援センター等 2,021,000
市町村社会福祉協議会地域活動車両 3,398,000
児童養護施設等就労支援 8,600,000
テーマ型募金支援 4,174,804
障害者支援施設車両	 	 3,920,000
アサヒ飲料全社運動連動寄付活動		 126,880
三菱電機SOCIO-ROOTS基金	 131,000
新型コロナ下の緊急支援	(令和３年度助成）	 1,117,169
ポスト・コロナ福祉活動応援(令和４年度助成)	 4,000,000
災害準備金積立金 13,500,000
緊急災害配分金 1,500,000
事務費 66,310,000
市町村地域助成 241,059,600
地域歳末たすけあい 74,581,838
NHK歳末たすけあい 9,491,316
あったか雪募金 2,462,859
にいがた・新テーマ型募金 17,739,908

合　　　　　計 494,822,374
（注）返還金等を含むため募金と配分は一致しません。

●市町村社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

長岡市社会福祉協議会ほか３団体 3,398,000 車両の購入
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民
間
放
送
の
Ｏ
Ｂ
ら
で
つ
く

る
関
東
民
放
ク
ラ
ブ
新
潟
支
部

（
樋
浦
孟
支
部
長
）が
３
月
18
日
、

支
部
創
立
30
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
新
潟
県
共
同
募
金
会

に
５
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
、
樋
浦
支
部
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
支
部
会
員
の
福
祉
施

設
慰
問
活
動
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
活
動
資
金
の
一
部
を
、
寄

付
し
た
い
」
と
、
目
録
を
坂
井

隆
雄
県
共
募
事
務
局
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

坂
井
局
長
は
「
ウ
イ
ル
ス
禍

で
街
頭
募
金
活
動
が
で
き
な
い

た
め
、
寄
付
は
あ
り
が
た
い
。

有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

　

関
東
民
放
ク
ラ
ブ
新
潟
県
支

部
は
平
成
３
年
に
発
足
、
会
員

は
現
在
、
70
人
余
り
で
、
会
員

親
睦
の
ほ
か
、
講
演
会
開
催
や

施
設
慰
問
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
月
16
日
深
夜
に
発
生
し
た

「
福
島
県
沖
地
震
」
に
よ
り
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
、
福

島
両
県
の
被
災
者
を
支
援
す
る

た
め
、
新
潟
県
共
同
募
金
会
は

災
害
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

義
援
金
受
付
口
座
は
左
記
の

通
り
で
す
。

関
東
民
放
ク
新
潟
支
部

県
共
募
へ
５
万
寄
付新潟県共同募金会へ寄付金５万円を贈った、関東

民放クラブ新潟支部の樋浦孟支部長（左）

　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
は

よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
私
は
気
が

短
い
子
ど
も
の
ま
ま
、
年
齢
だ
け

を
重
ね
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
い

い
か
げ
ん
大
人
に
な
ら
な
い
と
、

と
思
い
、
職
場
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
と
し
て
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
講
座
を
受
け
て
き
た
。

　
有
料
講
座
な
の
で
、
詳
し
い
内

容
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
印
象

に
残
っ
た
講
師
の
言
葉
が
あ
る
。

　
「
ど
ん
な
に
う
ま
く
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
も
、
怒
り
を

感
じ
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

　
講
師
い
わ
く
、
怒
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
は
な
く
「
考
え
ず
に
」

怒
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
、
と
の

こ
と
。

　
わ
れ
を
忘
れ
、
感
情
を
爆
発
さ

せ
た
よ
う
な
怒
り
は
、
静
ま
っ
た

後
に
振
り
返
る
と
た
い
て
い
、
激

し
い
後
悔
に
襲
わ
れ
る
。
実
際
、

自
分
の
怒
り
を
振
り
返
っ
た
と

き
、
本
当
に
怒
る
必
要
が
あ
っ
た

と
思
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

つ
ま
り
は
怒
り
を
感
じ
た
と

き
、
今
は
怒
る
べ
き
と
き
か
、
そ

う
で
は
な
い
か
を
判
断
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
「
自
分
で
怒
る
と
決
め
た
な
ら

と
こ
と
ん
怒
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
な
る
ほ
ど
、
言
い
得
て
妙
だ
な

と
思
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
頭
に
血
が
上
っ

た
と
き
、
冷
静
に
な
れ
て
い
た

ら
、
と
う
の
昔
に
短
気
は
卒
業

し
て
い
る
。
変
わ
る
に
は
時
間

が
か
か
る
が
、
そ
れ
は
理
解
し

た
上
で
努
力
し
続

け
る
し
か
な
い
だ

ろ
う
。

　
30
代
も
間
も
な

く
折
り
返
し
。
大

丈
夫
、
ま
だ
遅
く

は
な
い
…
は
ず
。

	

（
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
）

感 情 爆 発 で は 必 ず 後 悔

考
え
て「
怒
る
」

ずず
～～
むむ

２
０
２
２
Vol.59

福
島
県
沖
地
震
で
県
共
募

義
援
金
を
募
集

▽ 

第
四
北
越
銀
行
白
山
支
店

　
普
１
６
６
０
０
４
９

▽
大
光
銀
行
新
潟
支
店

　
普
３
０
４
３
０
０
２

　
口
座
名
義
は
社
会
福
祉
法
人

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
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新
潟
県
社
会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
令
和
４
年
度
「
社
会
福

祉
関
係
職
員
研
修
」
の
実
施
計
画
が

決
ま
り
ま
し
た
。
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
す
る
職
員
育
成
へ
向

け
、
研
修
項
目
を
増
や
し
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
実
施
も
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
社
会
福
祉
関
係
職

員
研
修
は
、
新
任
職
員
向
け
の
「
新

任
職
員
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」「
初
任

者
」「
若
手
職
員
」
の
各
研
修
を
は

じ
め
「
中
堅
職
員
コ
ー
ス
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
管
理
職
」
の
各
研

修
な
ど
、
職
員
の
経
験
に
応
じ
て
き

め
細
か
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
人
事
管
理
」「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
」「
看
取
り
ケ
ア
」

「
口
腔
ケ
ア
」
の
各
研
修
な
ど
、
専

門
的
な
内
容
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
強
化
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
は
全
体
の
４
割
、
16
研
修
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

県
社
会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
は
福

祉
関
係
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
し
、
研
修
を
通

じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

各
研
修
の
情
報
や
申
し
込
み
等

は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
上
部
メ
ニ
ュ
ー
「
研
修
セ

ン
タ
ー
」
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

社会福祉職員研修

新
任
か
ら
管
理
職
ま
で

「
専
門
」も
充
実
、
全
35
研
修

福祉のしごと 就職フェア
2022年度

自分に合った福祉の職場を見つけよう！

in 新潟
朱鷺メッセ

（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
5/14土

in 長岡
ハイブ長岡

（長岡市）

就活支援セミナーの同時開催！
6/4土

in 上越
上越市市民プラザ

（上越市）

就活支援セミナーの同時開催！
6/18土

お問合せ
お申込み

社会福祉法人　　新潟県社会福祉協議会
新潟県福祉人材センター

主催 新潟県 /新潟県福祉人材センター

〒950-8575　
新潟市中央区上所2-2-2　
新潟ユニゾンプラザ3階

TEL 025-281-5523
FAX 025-282-0548

福祉人材
センターHP

公式 LINE

in 新潟
新潟ユニゾンプラザ

（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
2/18土

2023年

in 新潟
新潟ユニゾンプラザ

（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
10/30日

新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

3/4土

2023年

学生限定！就職説明会

令
和
４
年
度
実
施
計
画
決
ま
る
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No. 研　修　名 実施方法 開催日

１ 福祉行政新任職員研修 ライブ配信 ５月31日

２ キャリアパス研修：
初任者コース 集合研修

８月
22日-23日

９月
20日-21日

10月
12日-13日

３ キャリアパス研修：
中堅職員コース 集合研修

８月
25日-26日

10月
６日-７日

11月
16日-17日

４ キャリアパス研修：
チームリーダーコース 集合研修

９月
12日-13日

10月
３日-４日

11月
10日-11日

５ キャリアパス研修：
管理職員コース ライブ配信 ８月

29日-30日

６ 人事管理研修 ライブ配信 10月18日

７ 社会福祉法人会計
実務研修 収録配信 12月１日～

８ ハラスメント防止
対策研修 ライブ配信 10月27日

９ 人材採用力強化研修 集合研修 10月28日

10 人材定着支援研修 ライブ配信 10月26日

11 若手職員研修 集合研修 ７月15日

12 職場研修担当者研修 集合研修 11月30日�
� -12月１日

13 新人・後輩職員の育成・指導研修 集合研修 ５月25日

14 新任職員スタートアップ研修 集合研修 ８月17日
８月18日

15 チームビルディング研修 集合研修 ６月３日

No. 研　修　名 実施方法 開催日

16 スーパービジョン研修 集合研修 12月６日

17 コーチング研修 集合研修 11月１日

18 より良い職場づくりのための業務改善研修 集合研修 ７月８日

19 気づく力研修 ライブ配信 ９月６日

20 リーダーシップ研修 ライブ配信 ８月８日

21 ファシリテーション研修 ライブ配信 11月７日

22
介護職のための
アンガーマネジメント
研修

ライブ配信 ７月３日

23 ストレスマネジメント研修 集合研修 11月25日

24 モチベーションアップ研修 ライブ配信 12月７日

25 福祉職の接遇マナー研修 集合研修 ６月30日

26 コミュニケーション力向上研修 集合研修 ６月６日

27 リーダーコミュニケーション研修 集合研修 ７月７日

28 伝える力研修 ライブ配信 10月25日

29 相談面接技術研修 集合研修 ７月22日

30 相談記録の書き方研修 ライブ配信 12月14日

31 介護記録の書き方研修 ライブ配信 12月２日

32 認知症ケア・対応研修 集合研修
６月29日

８月19日

33 フィジカルアセスメント研修 ライブ配信 ７月21日

34 看取りケア研修 集合研修 12月16日

35 口腔ケア研修 ライブ配信 ８月９日

　詳しくは新潟県社会福祉協議会のHPから県社会福
祉研修センターのHPに入ってご覧ください。
　問い合わせは025（281）5524
　県社協　福祉人材課　研修係（土日祝は休み）

社会福祉関係職員研修令和４年度
実 施 計 画
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自
然
災
害
発
生
の
際
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｖ

Ｃ
）
設
置
や
運
営
の
支
援
に
つ

い
て
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
は

３
月
24
日
、
県
内
に
パ
チ
ン
コ

店
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ダ
イ

ナ
ム
（
本
社
・
東
京
）
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
県
社
協
は

同
様
の
協
定
を
こ
れ
ま
で
に
青

年
会
議
所
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
結
ん
で
き
ま
し
た
が
、
民

間
企
業
と
は
初
め
て
で
す
。

　
協
定
で
は
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
県
社
協
の
要
請
に

応
じ
、
ダ
イ
ナ
ム
社
は
広
さ
な

ど
で
対
応
可
能
な
県
内
13
店
舗

の
駐
車
場
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
に
提
供
、
ト
イ
レ

利
用
に
も
可
能
な
範
囲
内
で
応

じ
る
ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
食
料
や
飲
料
も
提
供
す
る

―
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
は
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
、
県
社
協
の
関
原
貢
・
常
務

理
事
事
務
局
長
が
「
協
定
に
よ

り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
拠
点
確
保
を
迅
速
、
円

滑
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

る
」
と
期
待
を
表
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ナ
ム
社
で
新
潟
県
を
担

当
す
る
田た

邉な
べ
敬ゆ
き
博ひ
ろ
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
「
地
域
貢
献
は
当
社

と
し
て
も
価
値
が
あ
り
、
今
後

も
何
が
で
き
る
の
か
、
考
え
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
11
日
ま
で
は
「
児
童
福
祉

週
間
」
で
す
。

　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
、
国
や
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
が
定
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
標
語
は
愛
知
県
の

田た

中な
か
豪ご
う
さ
ん（
15
）に
よ
る「
見

つ
け
た
よ　
広
が
る
未
来
と
つ

か
む
夢
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
な
ど
の
城し
ろ
井い

文あ
や
さ
ん
の
作

品
で
す
。
空
に
広
が
る
標
語
の

下
に
、
草
や
野
の
花
に
満
ち
た

丘
の
上
で
、
ク
マ
や
キ
ツ
ネ
、

タ
ヌ
キ
、
ゾ
ウ
、
カ
メ
な
ど
の

動
物
が
仲
良
く
遊
ぶ
様
子
を
描

い
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
と
啓
発
の
た
め
、
県
内

各
地
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

展
開
さ
れ
ま
す
。そ
の
機
会
に
、

未
来
へ
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
に
思
い
を

は
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
「
朝
飯
が
一
番
う
ま
い
」と

亡
父
が
よ
く
口
に
し
た
。
深

酒
と
縁
遠
く
な
っ
て
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
、
つ
も
り

だ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
と

こ
ろ
、
朝
飯
が
う
ま
く
な

い
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
の
せ
い
だ
。
朝

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
い
け
れ

ど
、食
欲
が
失
せ
て
し
ま
う
。

　

子
ど
も
女
性
も
構
わ
な

い
無
差
別
攻
撃
と
残
虐
行

為
。
遺
体
の
映
像
を
加
工

し
て
も
恐
ろ
し
さ
は
隠
せ

な
い
。
惨
状
を「
自
作
自
演
」

「
捏ね
つ

造ぞ
う

」な
ど
と
コ
メ
ン
ト

す
る
ロ
シ
ア
側
の
鉄
面
皮

ぶ
り
。
人
間
性
も
良
心
の

か
け
ら
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
「
見
守
る
だ
け
で
な
く
、

助
け
て
ほ
し
い
」と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
統
領
。
こ
の
非
道

を
ど
う
す
れ
ば
止
め
ら
れ

る
の
か
。
か
つ
て「
世
界
の

警
察
」の
よ
う
に
振
る
舞
っ

た
ア
メ
リ
カ
は
慎
重
姿
勢

に
見
え
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
加
盟
国
で
は
な
い
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ（
北
大
西
洋
条
約
機

構
）も
同
様
だ
。
武
力
対
抗

は
誰
も
望
ま
な
い
。
一
方

で
、
犠
牲
者
は
増
え
続
け

る
。
日
本
も
ロ
シ
ア
の
隣

国
。
遠
い
国
の
話
で
も
対

岸
の
火
事
で
も
な
い
。

 

（
佐
）

編
集
後
記

災害ボランティアセンター設置・運営で
民間企業と初めて協定を結んだ県社協
の関原常務理事（右）

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営

ダ
イ
ナ
ム
が
支
援

�

県
社
協
が
民
間
と
初
協
定

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

５月

…は休業日

2022年

標語もあしらった「児童福祉週間」のポスター

見
つ
け
た
よ 

広
が
る
未
来
と
つ
か
む
夢

５
～
11
日
は「
児
童
福
祉
週
間
」


